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そ
の
ゲ
ル
ソ
ン
療
法
を
学
ぶ
た
め

に
単
身
渡
米
、
日
本
人
最
年
少
で

ゲ
ル
ソ
ン
療
法
の
医
師
向
け
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
参
加
し
た
大
場
修
治
医

師
で
す
。
大
場
医
師
は
、
自
然
治

癒
力
を
高
め
て
が
ん
に
負
け
な
い

体
づ
く
り
を
提
唱
す
る
内
科
医
で

も
あ
り
ま
す
。

　
「
沖
縄
に
は
ゴ
ー
ヤ
、
も
ず
く
、

シ
ー
ク
ァ
ー
サ
ー
、バ
ナ
ナ
、ハ
ー
ブ
、

さ
ま
ざ
ま
な
葉
物
野
菜
、
砂
浴
や

海
水
浴
、
琉
球
温
熱
な
ど
が
ん
の

療
養
に
最
適
な
環
境
が
揃
っ
て
い

る
」と
し
て
、健
康
づ
く
り
は
食
事
、

サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
デ
ト
ッ
ク
ス
（
解

毒
）、
メ
ン
タ
ル
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
な
ど
様
々
な
観
点
か
ら
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
訴
え
ま
す
。

　
特
に
が
ん
は
「
普
通
の
治
療
（
標

準
治
療
）
で
は
普
通
の
結
果
し
か

生
ま
れ
な
い
。
非
常
識
（
統
合
療

法
）
な
生
き
方
、
考
え
方
は
非
常

識
な
結
果
に
つ
な
が
る
」
と
、
統

合
療
法
の
世
界
最
先
端
を
行
く
メ

キ
シ
コ
・
テ
ィ
フ
ァ
ナ
の
施
設
を
引

き
合
い
に
、
常
識
に
囚
わ
れ
な
い

考
え
方
、
生
き
方
を
選
択
し
、
心

と
体
と
精
神
の
改
善
に
努
め
る
重

要
性
を
伝
え
ま
し
た
。

卵
子
を
元
気
に
す
る
栄
養
と
は
？

　
心
と
体
と
精
神
の
改
善
は
、
新

た
な
い
の
ち
（
細
胞
）
の
再
生
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
３
番
目
に
登

壇
し
た
石
間
友
明
医
師
は
、
新
た

な
生
命
誕
生
の
鍵
を
握
る
不
妊
治

療
に
つ
い
て
講
演
。
産
婦
人
科
医

と
し
て
、
薬
物
療
法
だ
け
に
頼
ら

な
い
総
合
的
な
不
妊
治
療
で
多
く

の
実
績
を
あ
げ
て
い
る
石
間
医
師

は
、
妊
娠
を
促
進
す
る
に
は
、
ま

ず
「
元
気
な
卵
子
を
育
て
る
こ
と
」

だ
と
説
き
ま
す
。

　
と
く
に
「
29
歳
以
下
の
女
性
の

約
半
数
近
く
に
は
、
卵
子
の
老
化

が
見
ら
れ
、
発
育
不
全
や
流
産
、

ハ
イ
リ
ス
ク
出
産
に
つ
な
が
り
や
す

い
」
こ
と
を
問
題
視
。
理
由
と
し

て
「
身
体
の
細
胞
が
酸
化
ス
ト
レ

ス
、
糖
化
ス
ト
レ
ス
に
侵
さ
れ
て
い

る
」
こ
と
を
挙
げ
、
生
活
習
慣
や

糖
質
に
偏
っ
た
食
事
を
見
直
し
、

抗
酸
化
作
用
の
あ
る
食
事
、
栄
養
、

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
や
ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
補
充
を
す
る
重
要
性
を

訴
え
ま
す
。

　
ボ
タ
ニ
ッ
ク
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
で

展
開
す
る
「
妊
活
セ
ミ
ナ
ー
」
と

共
通
す
る
部
分
も
多
く
、
注
目
す

べ
き
栄
養
と
し
て
「
亜
鉛
と
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
」
を
挙
げ
、
海
産
物
の
摂

取
や
散
歩
な
ど
で
紫
外
線
に
あ
た

る
こ
と
を
勧
め
ま
し
た
。

温
熱
療
法
や
免
疫
療
法
に
も
注
目

　
午
後
の
部
で
は
、「
が
ん
統
合
医

療
の
現
状
報
告
」
と
し
て
、
那
覇
・

新
都
心
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
す

る
が
ん
統
合
医
療
専
門
医
の
野
原

正
史
医
師
が
登
場
。
沖
縄
で
数
少

な
い
統
合
療
法
に
取
り
組
む
医
師

と
し
て
、
超
高
濃
度
な
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
療
法
、
精
神
免
疫
療
法
で
あ
る

サ
イ
モ
ン
ト
療
法
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
や
催
眠
療
法
な
ど
様
々
な
治
療

法
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
注
目
は
、
温
熱
療
法
の
局
所
療

法
で
、
高
周
波
の
ラ
ジ
オ
波
を
使
っ

た
加
湿
装
置「
ハ
イ
パ
ー
サ
ー
ミ
ア
」

で
す
。「
膵
臓
が
ん
や
胃
が
ん
、
あ

る
い
は
免
疫
活
性
効
果
で
自
然
治

癒
し
た
患
者
さ
ん
の
８
〜
９
割
は
、

42･

５
度
以
上
の
高
熱
で
が
ん
に
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
ら
れ
て
い
る
」
と

の
報
告
を
示
し
、
温
熱
療
法
の
有

用
性
に
触
れ
て
い
ま
す
。

　
ボ
タ
ラ
ボ
で
も
温
熱
療
法
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
今
後
、
統
合
療

法
の
一
つ
と
し
て
改
め
て
注
目
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
講
演
の
ラ
ス
ト
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

が
ん
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
会
の
顧
問

で
、
総
合
内
科
専
門
医
で
も
あ
る

秋
山
真
一
郎
医
師
が
締
め
く
く
り

ま
し
た
。
秋
山
医
師
は
、
が
ん
治

療
は
「
免
疫
力
を
あ
げ
る
治
療
と
、

免
疫
力
を
低
下
さ
せ
る
要
因
を
抑

制
す
る
治
療
を
併
用
す
る
こ
と
が

重
要
」
と
し
て
、
と
く
に
マ
グ
ロ

や
サ
ー
モ
ン
な
ど
の
大
魚
や
、
歯

の
治
療
に
使
わ
れ
る
ア
マ
ル
ガ
ム
な

ど
メ
チ
ル
水
銀
が
免
疫
力
を
低
下

さ
せ
る
要
因
だ
と
し
て
、
体
内
か

ら
取
り
除
く
治
療
な
ど
を
訴
え
、

高
い
関
心
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　
が
ん
の
治
療
法
は
、
今
や
自
分

で
選
ぶ
時
代
。
自
分
の
生
き
方
や

考
え
方
に
合
っ
た
、
方
法
を
選
択

す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
沖
縄
で
報
告
さ
れ
た
統
合
療
法

の
考
え
方
は
、
今
年
11
月
に
開
か

れ
る
東
京
、
京
都
の
が
ん
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
く
予

定
で
す
。

沖
縄
の
人
た
ち
の
強
い
要
望

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
ん
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

協
会
が
主
催
す
る
「
統
合
療
法
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
」
は
、
統
合
医
療
を

学
ぶ
日
本
最
大
級
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
東
京
、
京
都
、
福
岡
な
ど
に

続
き
、
今
年
か
ら
新
た
に
沖
縄
も

加
わ
り
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
る
中
、
会

場
の
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
に
は
、
朝
か
ら
一
般
客
や
医

療
関
係
者
な
ど
が
数
多
く
集
ま

り
、
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
沖
縄
初
の
開
催
と
な
っ
た
の
は
、

ボ
タ
ニ
ッ
ク
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
の
関

連
法
人
「
一
般
社
団
法
人
健
康
指

導
師
会
」
が
、
昨
年
東
京
で
行
っ

た
認
定
研
修
が
き
っ
か
け
で
す
。

地
元
、
沖
縄
か
ら
研
修
に
参
加
し

た
健
康
指
導
師
の
一
人
か
ら
「
沖

縄
で
も
ぜ
ひ
、
開
催
し
て
欲
し
い
」

と
の
強
い
要
望
を
受
け
、
関
係
ス

タ
ッ
フ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
共
感
、

尽
力
し
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

「
非
」
常
識
な
生
き
方
が
い
い
！

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
森
山
晃
嗣

理
事
長
は
、
冒
頭
そ
の
こ
と
に
触

れ
「
沖
縄
の
健
康
指
導
師
は
、
が

ん
の
統
合
医
療
を
知
っ
て
衝
撃
を

受
け
ら
れ
た
。
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
開

催
を
機
に
、
健
康
指
導
師
さ
ん
を

通
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、

沖
縄
の
人
た
ち
に
ぜ
ひ
統
合
医
療

の
最
先
端
情
報
に
ふ
れ
て
い
た
だ

き
、
治
療
や
生
き
方
の
選
択
に
役

立
て
て
ほ
し
い
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

　
引
き
続
い
て
森
山
理
事
長
は
、

最
初
の
演
者
を
つ
と
め
「
健
康
長

寿
に
生
き
る
！
い
の
ち
の
鎖
栄
養

チ
ー
ム
の
可
能
性
」
と
題
し
て
、

正
常
分
子
栄
養
学
の
視
点
か
ら
、

健
康
長
寿
や
が
ん
の
統
合
療
法
と

し
て
の
栄
養
の
重
要
性
に
言
及
し

ま
し
た
。

　
ボ
タ
ニ
ッ
ク
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
で

は
、
が
ん
統
合
療
法
の
一
つ
と
し

て
ゲ
ル
ソ
ン
療
法
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。
２
番
目
に
登
壇
し
た
の
は
、
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心
と
カ
ラ
ダ
と
栄
養
が
い
の
ち
︒

沖
縄
発
︑が
ん
統
合
療
法
！

ゴ
ー
ヤ
、も
ず
く
、シ
ー
ク
ァ
ー
サ
ー
、ハ
ー
ブ
、砂
浴
、島
野
菜…

。
自
然
の
恵
み
が
息
づ
く
沖
縄
で
、

去
る
３
月
14
、
15
の
両
日
初
の
「
統
合
療
法
コ
ン
ベン
シ
ョ
ン
」（
主
催
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
ん
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
協
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
誌
で
は
、そ
の
内
容
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
リ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

統
合
療
法
コン
ベン
シ
ョン
in 
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縄
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